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の事業 いろいろ 
誘い合ってご参加ください！

※コロナの状況等により変更の場合があります 

◆文化財ウォーク  （雨岳ガイドの会） 
○期日・内容 

・6/18(土)「海からの大山道・須賀と平塚宿」 

・9/17(土)「中原御殿と平塚からの大山道」 

・10/15(土)「比々多神社とその周辺」 

・12/17(土)「日向薬師とその周辺」 

○時間 ９時～12 時半 

○参加費 500 円 
 

◆企画展示・民権講座（雨岳民権の会） 
○期間 10 月～12 月 

○内容 

【展示】武相の民権地域の特徴／盲目の民権

家･府川謙斉（平塚生まれ、神奈川で活躍

し、その後、東京・土佐で活動）の生涯 

【民権講座】府川謙斎に関する講演 
 

◆落語独演会     (厚木たけ平の会)  

○期日 8/27(土)、12/10(土) 

○時間 13 時～14 時半 

○内容 真打 林家たけ平師匠による独演会 

○料金 前売り、2,000 円 

※友の会々員は割引あり 
 

◆青空おはなし会 (おはなしばる～ん) 

○期日 ５/17(火)、７/１(金)、10/25(火) 

○時間 11 時～11 時半 

○内容 季節の良い時期に園内の木陰で親子

が楽しむ「青空おはなし会」をコロナの

感染対策を徹底して実施 

○対象 ７月は幼児～小学校低学年、５月･

10 月は乳幼児を対象 

 
 

から 活動等の報告
 

ー研究・研修や学習― 
 

◆古文書講読会 
毎月第 2 金曜日に、当財団評議員で伊勢原市

文化財保護委員

の川島先生のご

指導の下で、古

文書を読み合っ

ています。今年

に入ってからは

「相州大山順路

之記」を読み進んでいます。 
 

◆文化財ウォーク （雨岳ガイドの会） 
●2/19(土)「大山道合流の地、道灌ゆかりの

下糟屋･上粕屋」

は、一般参加 28

名とスタッフ 11

名で、平安時代か

ら続く「糟屋庄」

の道を歩きまし

た。「大慈寺」で

は本殿、「高部屋神社」では拝殿を拝観さ

せていただく機会をいただきました。 

●3/19(土)「水陸交通の要所・厚木と渡辺崋

山」は、一般の 31 名とスタッフ 11 名の歴

史散策でした。岡田の「長徳寺」では本堂

にあげていただき、奈良の東大寺の棟梁を

務めた手中明王太郎の手による建築の素晴

らしさを堪能させていただきました。 

●4/16(土)、開村の謎を訊ねて「開村 400

年の伊勢原」を歩きまし

た。当日は３年ぶりに開

催された日向薬師の例大

会の日でしたが、一般の

方が 29 名も参加され、

スタッフ９名とともにミ

ステリーウォークを楽し

みました。  
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今回の見学した大宝寺本堂には、第２５世加藤明粋和尚が考案

された「せんみ凧」が飾られています。雨岳文庫では、５/３

(火･祝)に『玉川せんみ凧保存会』の皆さまのご指導で、１８

人の子どもたちが「せんみ凧」づくりを体験しました。 

最新情報は→ 

 

検索 雨岳文庫 
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◆第６回湘南社民権散歩（雨岳民権の会） 

3/27(日)、桜満開の下で、「武相の民権運

動と民権家たち」をテーマに、一般参加者 15

名とスタッフ 7 名で学習と見学を行いまし

た。町田市立自由

民権資料館では、

学芸員の方から学

習と常設展の説明

を受けました。学

芸員のユーモアあ

る語り口に引き込

まれました。午後は民権関係の史跡巡りを行ま

した。 

多摩地域の民権運動と相模野民権運動がネッ

トワークでつながりながら地域的特徴があるこ

とも理解できました。 
 

―環境の保全と整備― 

◆竹垣（建仁寺垣）作り 

雨岳文庫の竹垣がかなり痛んでいたので、作

り直しました。今回は入り口側の半分を新しく

し、残りの半分

は来春に行う予

定です。 

8 年程前に建仁

寺垣づくりの体

験学習会を行い

ましたが、今回

は、その時のことを思い出しながらの作業とな

りました。 
 

◆春の草取りなど   (雨岳文庫クラブ) 

雨岳文庫の春

は、様々な花が

咲くなど、とて

も過ごしやすい

季節ですが、雑

草もぐんぐん伸

びて、放ってお

くと大変なことになります。雨岳文庫クラブ

は草むしりや草刈りなど地道な活動でお客様

を迎える環境整備をしてくれています。 
 

―雨岳文庫の施設や環境の利用― 

雨岳文庫や山口家所有の施設･自然環境など

を利用して、友好団体や友の会会員の皆様が

さまざまな活動やイベントを行っています。 
 

◆椎茸菌打ほか     (雨岳自然の会) 
雨岳自然

の会では西

富岡の畑を

中心に様々

な作業や活

動を行って

います。こ

の時期は様々な植物が大きく成長し心が沸き立

つ時期です。そのような中、３月には椎茸の菌

打作業や沢庵の樽開け、４月には冬から育てた

野菜の収穫や種まき、そして草むしりなど…。

ゆったりした時の流れは貴重ですね。 
 

◆甘いカリカリ梅づくり(雨岳自然の会) 

4/29(金祝)、未熟小

梅の収穫と「甘いカリ

カリ梅」の加工に挑

戦！の一日目です。 

２時間程度で約 80Kg

の小梅を採取できまし

た。この後、水切りか

ら塩漬けを行い、一週間後に本漬けの作業を行

いました。 
 

◆タケノコ掘り 
今年は例年以上に立派なタ

ケノコが収穫できました。毎

年お手伝いに来てくれている

子たちも上手に掘れるように

なってきました。 

後半は、サルやイノシシと

の競争となりました。 
 

◆林家たけ平独演会  (厚木たけ平の会) 
４/30(土)、恒例の林家たけ平師匠の落語独

演会が代官屋

敷・山口家住

宅にて開かれ

ました。参加

者は 20 名、

演題は、

「悋気（り

んき）の火の玉」と「徂徠豆腐」でした。 

「面白いお話だったね！」などと話をしな

がらお帰りになっていく姿から、師匠のお話

を堪能された様子がうかがえました。 
 

ドマには、明治と昭和の鯉のぼりが仲良

く飾られています。 
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◆「せんみ凧」を作って飛ばそう！ 
5/3(火祝)、青空の下で、玉川せんみ凧保存

会の皆様のご指導により「せんみ凧づくり教

室」を行い、5 歳から中学 2 年までの子ども

20 名と保護者等が参加されました。 

お昼休みには、

書院造りの部屋

で、おはなしばる

～んの皆様による

「おはなし会」を

楽しみました。 

午後は、思いっきり走り回りながら、自分

が作ったせんみ凧を飛ばして遊びました。 
 

―伝統文化の継承― 

◆松の｢菰(こも)外し｣ 

「立冬」の日に、

瀬戸様（友の会会

員）の手で巻かれ

た松の菰(こも)が、

３/５の「啓蟄」の

日に、瀬戸様とご

息女の手により外

されました。「菰巻」は江戸時代に大名の庭園の松を

護るために始められた習慣です。古来からの風習を

出来るだけ絶やさないようにしたいものです。 
 

◆桃の節句と端午の節句 

桃の節句･雛祭りに合わせて、書院造の奥の

間に昭和初期あるいは昭和から平成の時代のお

雛様が飾られました。 

端午の節句前には、明治時代と昭和中期の鯉

のぼりが土間の空間を泳ぎ、五月人形が奥の間

に飾られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【ワーキンググループの報告】 

◎案内書の作成 

 山口家住宅のこ

とをわかりやすく

まとめた案内書が

完成しました。海

外からのお客様に

も使っていただけ

るように、英語版

も作成しました。

「販売してもよい

のではないか」と

いうお声も聞きま

すが、現時点では 300 円の見学料を頂戴した

方にはもれなくお渡し、見学の際に理解を深

めるためにご利用いただいています。 
 

◎文書蔵屋根の葺き替え 

 山口家住宅やその付属建物は、元々は瓦葺

きでしたが、関東大震災の時にそのほとんど

が落ちてしまいました。それ以降、主屋の屋

根は大波のトタン葺きとなっており、文化庁

から評価されている一つとなっています。 

現在まで唯一残っていた文書蔵の屋根瓦で

すが、老朽化が進み修繕が必要になったこと

から、この度、新しい素材の屋根に葺き替え

ました。もともとあった鬼瓦だけは瓦屋さん

に補修していただいた上でそのままの位置に

据えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

明治時代の真鯉

は約３間と大き

く丈夫な布に手

書きの色付けが

されています。 

昭和８年のお雛

様です。お内裏

様は昔からの伝

統に従い、向か

って左側がお姫

様です。 
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＊これからの活動予定＊      2022.5.1現在 

雨岳文庫では一年間を通して施設や敷地などを開放し、研究や展示、学習会などの様々な公益的な活動

を行っています。ここでは、友の会の会員や一般の方が参加可能な活動などをご紹介します。（天候やコロ

ナなどの影響により予定を変更する場合があります。雨岳文庫ＨＰなどでご確認ください。） 

期 日 行 事 名 主催・担当 時刻など 参加費 申込方法など 

5 
14 土 お茶摘み体験会 当財団 

9:00 
～12:00 

300円/人 
会員は無料 

メールor電話 
雨天中止 

17 火 青空おはなし会 おはなしばる～ん 
11:00 

～11:30 
無料  

６ 18 土 
文化財ウォーク「海からの大
山道 須賀と平塚宿」 

雨岳ガイドの会 
9:00 

～12:30 
500円 

メールor電話 
先着40名 

７ 
１ 金 青空おはなし会 おはなしばる～ん 

11:00 
～11:30 

無料  

30 土 まが玉づくり体験会 当財団諏訪間学芸員外 
10:00 

～12:00 
500円 

設定時間内に随時参
加可能 

８ 27 土 林家たけ平落語独演会 
古典芸能を守る会 

厚木たけ平の会 

13:00 
～15:00 

前売り 
2,000円 

電話で予約 
友の会の割引あり 

９ 17 土 
文化財ウォーク「中原御殿と
平塚からの大山道」 

雨岳ガイドの会 
9:00 

～12:30 
500円 

メールor電話 
先着40名 

★上記以外の定期的な事業・活動など 
【山口家住宅の公開】…通年（年末年始・お盆は休館）、毎週日曜日は案内あり、平日の場合は要連絡 
※国登録有形文化財主屋（１階・２階）、常設展示：御座松(ござまつ)展示 

【資料館での企画展示】伊勢原市制50周年記念 企画展「浮世絵でみる大山詣り」 
【山口家文書などの整理】…毎週金曜日 
【山口家総点検（調査・研究、建物のメンテナンスなど）】…毎月第３月曜日 
【古文書講読会】…毎月第２金曜日（14：00～16：00） 
【雨岳文庫クラブ】…雨岳文庫および周辺の環境整備など：毎月第4日曜日 
【雨岳ガイドの会】…定例会：毎月第１土曜日、企画会、文化財ウォーク・下見 ほか 
【雨岳民権の会】…定例会：毎週金曜日 ほか 
【雨岳自然の会】…畑の耕作 ほか 連絡先「ugakusizen@gmail.com」「𠮷羽：090-3683-4877」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎｢戦前･戦中の農業改革と山口左右平｣ 
～産業組合中央会から帝国議会議員へ その事跡と時代～ 

＊津田政行/山口匡一共著 
＊夢工房発行、本体 2,000 円 

 

◎信仰と行楽の旅｢青山通大山道｣(全 21 回) 
＊神奈川新聞（掲載予定） 
＊雨岳ガイドの会 

 

◎ガイドシリーズ ほかの発行 
○上粕屋の地代官｢山口作助｣出府の道を歩く 
①大山寺と阿夫利神社 
②大山道合流、道灌ゆかりの地 下糟屋･上粕屋 
③大山の門前町 
④水陸交通の要所･厚木と渡辺崋山 
⑤開村 400 年の伊勢原 
⑥海からの大山道･須賀と平塚宿 
⑦中原御殿と平塚からの大山道 
⑧三ノ宮とその近辺の文化財を訪ねる 
⑨日向薬師とその周辺 
⑫池端から下糟屋 文化財の道を歩く 
⑬金目観音とその周辺 
⑮愛甲石田から下糟屋 文化財の道を歩く 
⑯子易～大山駅 大山詣り いよいよ大山 
⑰善波太郎を訪ねて里山を歩く 

（上記、各 500 円） 
○山口家住宅とその周辺（50 円） 
＊雨岳ガイドの会 

問い合わせ、利用・見学申し込み先    公益財団法人雨岳文庫 事務局 
Tel：0463‐95‐0002   Mail：sajiemonugaku@bmail.plala.or.jp 

募集しています！ 
山口家住宅案内ボランティア 

毎週日曜日にボランティアの皆さんで、お客様の
案内をしていますが、限られた人数で対応している
ため、時には、昼食も取れないような状況です。 
来館者の受付や案内などをしてくださる方を随時

募集しています。一緒に活動していただける方のご
連絡をお待ちしています！ 

新役員のご紹介 

当財団監事の寺田 明様がご逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。 

このことに伴い、監事を選任し直す必要が生じたため、臨時評議員会を開催し、新たな監事

として石井久惠様を選任しました。石井様は、伊勢原市の公式ホームページ内にある『文化財

サイト』の英訳版を作成されるなど、幅広く活躍されています。 
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